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会
員
を
は
じ
め
百
六
十
五
名

が
参
加
し
た
今
大
会
で
は
、
主

催
者
の
森
正
明
会
長
の
挨
拶
の

後
、
来
賓
の
黒
川
雅
夫
神
奈
川

県
副
知
事
及
び
独
立
行
政
法
人

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
の
荒

川
研
理
事
長（
石
田
精
司
事
務

局
長
代
読
）
か
ら
、
当
県
民
会

議
の
活
動
へ
の
敬
意
と
今
後
の

運
動
へ
の
激
励
の
お
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
坂
誠
氏
（
神
奈

川
県
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会

議
・
川
崎
市
立
野
川
中
学
校
教

諭
）
が
、
平
成
二
十
八
年
七
月

一
日
か
ら
四
日
に
行
わ
れ
た
、

北
方
四
島
交
流
訪
問
事
業
の
参

加
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
択
捉

島
を
訪
問
し
た
際
の
街
の
様
子

や
在
住
し
て
い
る
ロ
シ
ア
人
と

の
交
流
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
映
像
を
交
え
て
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
防
衛
研
究
所

の
兵
頭
慎
治
氏
か
ら「
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
訪
日
と
北
方
領
土

交
渉
の
見
通
し
」と
い
う
テ
ー

マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
講
演
要
旨
別
掲
）

最
後
に
、
二
宮
務
理
事
（
神

奈
川
県
農
業
協
同
組
合
中
央

会
）
か
ら
、
神
奈
川
県
民
の
総

意
を
結
集
し
ね
ば
り
強
く
運
動

を
推
進
す
る
と
い
う
大
会
宣
言

が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

平
素
よ
り
北
方
領
土
の
返
還

運
動
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
よ

り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、

神
奈
川
県
民
と
し
て
、
県
民
大

会
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
訪
日
を
機
に
、
領

土
交
渉
や
日
露
関
係
が
ど
う
な

っ
て
い
く
の
か
、
今
後
の
注
目

点
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
研

究
者
の
立
場
か
ら
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
最
近
の
国
際
情
勢
に

つ
い
て
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う

に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
来
年
一

月
に
発
足
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
ロ
シ
ア
に
融
和

的
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
改
善
を

望
ん
で
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ロ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
に

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
あ
り
、

二
〇
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
半
島

の
併
合
を
機
に
そ
の
関
係
が
非

常
に
悪
化
し
ま
し
た
が
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
誕
生
す
る
こ
と

で
、
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
の
関

係
は
よ
く
な
る
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
露
関
係
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
限
っ
て
い
え
ば
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
は
日
本

に
と
っ
て
悪
く
な
い
、
む
し
ろ

ア
メ
リ
カ
の
視
線
を
あ
ま
り
気

に
す
る
こ
と
な
く
、
ロ
シ
ア
と

の
関
係
強
化
を
進
め
や
す
い
状

況
が
出
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

約
三
週
間
後
に
控
え
た
プ
ー

チ
ン
訪
日
に
至
る
ま
で
、
両
首

脳
は
何
度
も
会
談
を
持
っ
て
い

ま
す
。
つ
い
最
近
で
は
ペ
ル
ー

で
行
わ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
時
、

そ
の
前
は
九
月
の
ロ
シ
ア
極
東

の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
の
東
方

経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
さ
ら
に
五

月
の
ソ
チ
で
の
会
談
で
す
。
第

一
次
安
倍
政
権
を
含
め
て
、
今

度
の
十
二
月
の
首
脳
会
談
は
十

六
回
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ

け
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
会
談
し

て
い
る
外
国
の
首
脳
は
ほ
か
に

は
い
ま
せ
ん
。
両
首
脳
の
個
人

的
な
信
頼
関
係
が
ほ
ぼ
固
ま
っ

て
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
領
土

交
渉
に
入
っ
て
い
く
条
件
や
基

盤
が
整
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

北
方
領
土
交
渉
が
ど
う
な
る

か
と
い
う
話
の
前
に
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
は
つ
ら
つ
と
し
た

写
真
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
十
月
に
六
十
四
歳

に
な
っ
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領
で

す
が
、
実
は
ロ
シ
ア
の
男
性
平

均
寿
命
に
達
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
こ
う
し
た
元
気
さ
を

見
せ
る
か
と
い
う
と
、
指
導
者

と
し
て
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
と
い

う
こ
と
を
ロ
シ
ア
国
民
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

今
の
大
統
領
任
期
は
二
〇
一
八

年
五
月
ま
で
で
す
が
、
二
〇
一

八
年
の
大
統
領
選
挙
に
当
選
す

る
と
、
さ
ら
に
六
年
間
大
統
領

の
任
期
が
上
乗
せ
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
他
方
、
安
倍

首
相
は
、
総
裁
任
期
を
延
長
す

る
と
い
う
話
が
出
て
い
て
、
二

〇
二
一
年
ま
で
首
相
を
務
め
る

可
能
性
が
出
て
い
ま
す
。

領
土
交
渉
が
始
ま
る
に
あ
た

っ
て
、
四
島
の
特
徴
、
面
積
、

価
値
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
択
捉
島
と

国
後
島
は
い
ず
れ
も
沖
縄
本
島

よ
り
も
大
き
く
、
択
捉
島
は
鳥

取
県
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
す
。

択
捉
島
の
北
端
と
国
後
島
の
南

端
は
、
東
京
︱
大
阪
間
に
匹
敵

す
る
ほ
ど
の
距
離
で
す
。
四
島

が
全
て
返
還
さ
れ
た
場
合
に

は
、新
し
い
都
道
府
県
が
一
つ
、

小
さ
い
も
の
で
あ
れ
ば
二
つ
加

わ
る
ぐ
ら
い
の
面
積
が
あ
り
ま

す
。
当
然
、
陸
地
の
面
積
の
み

な
ら
ず
排
他
的
経
済
水
域
そ
の

他
も
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
島
の
価
値
は
非
常
に
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
納
沙
布
岬
か
ら
歯
舞
群
島
の

貝
殻
島
は
三
・
七
キ
ロ
で
す
の

で
、
は
っ
き
り
肉
眼
で
見
え
ま

す
。
北
方
領
土
と
い
う
の
は
、

「
遠
く
の
小
さ
な
島
」
で
は
な

く
、
非
常
に
近
く
て
大
き
な
島

の
話
な
の
で
す
。

現
在
ロ
シ
ア
人
は
、
一
万
七

千
人
ぐ
ら
い
住
ん
で
い
ま
す
。

主
に
大
き
い
方
の
島
で
あ
る
択

捉
島
、国
後
島
に
住
ん
で
い
て
、

色
丹
島
は
三
千
人
ぐ
ら
い
、
歯

舞
群
島
に
は
、
お
も
に
ロ
シ
ア

国
境
警
備
隊
と
呼
ば
れ
る
組
織

の
人
た
ち
が
駐
留
し
て
い
ま

す
。
択
捉
、
国
後
島
に
は
、
三

千
五
百
人
の
ロ
シ
ア
軍
も
駐
留

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
多
い
と

見
る
か
少
な
い
と
見
る
か
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
二
島
に
関
し

て
は
、
ロ
シ
ア
側
が
軍
事
的
な

重
要
性
を
認
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
、
色
丹

島
と
歯
舞
群
島
に
は
ロ
シ
ア
軍

は
駐
留
し
て
い
ま
せ
ん
。

北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
基

本
的
な
ス
タ
ン
ス
で
す
が
、
日

本
側
は「
歴
史
的
に
も
、
法
的

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
二
日（
火
）、
横
浜
市
中

区
の
「
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
」
情
文
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
第
三
十
二
回
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川

県
民
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
三
十
二
回
県
民
大
会
を
開
催

�

会
場
は
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

北方領土返還祈念　シンボル像「四島のかけ橋」

こ
の
機
関
紙「
四
島
の
か
け

橋
」は
今
号
で
六
十
号
に
な
り

ま
す
。
創
刊
号
は
昭
和
六
十
二

年
七
月
十
五
日
に
発
行
さ
れ

て
、「
北
方
領
土
と
は
…
」「
北

方
領
土
運
命
の
二
十
五
日
」な

ど
北
方
領
土
問
題
の
説
明
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
第
二
号
に
は

十
一
月
二
十
一
日
、
第
三
回
県

民
大
会
が
神
奈
川
県
立
県
民
ホ

ー
ル
六
階
大
会
議
室
に
て
二
百

二
十
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
、
主
催
者
を
代
表
し
て
相
馬

元
治
県
民
会
議
会
長
が
「『
ソ

連
の
北
方
領
土
に
つ
い
て
の
態

度
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。』

と
の
認
識
を
示
し
、
一
層
の
団

結
と
協
力
を
力
強
く
訴
え
た
」

と
あ
り
ま
す
。
続
い
て
、
俳
優

の
川
津
祐
介
氏
の「
私
と
北
方

領
土
と
の
で
あ
い
」
と
の
講
演

が
あ
り
ま
す
。
二
面
の
記
事
に

は
昭
和
六
十
二
年
度
の
「
新
規

視
察
研
修
事
業
」
と
し
て
「
目

で
見
る
北
方
領
土
の
旅
」を
企

画
し
四
十
四
名
の
参
加
を
得

て
、
十
月
十
五
日
か
ら
十
八
日

の
三
泊
四
日
の
行
程
で
、
北
海

道
東
部
を
巡
っ
た
と
、
そ
の
行

程
の
詳
し
い
報
告
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
十
五

日
・
十
六
日
に
日
ロ
首
脳
会
議

が
山
口
県
長
門
市
と
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
談
に

か
け
る
安
倍
首
相
の
意
気
込
み

は
大
き
く
、
こ
の
会
談
を
機
に

北
方
領
土
返
還
の
実
現
に
向
け

大
き
な
一
歩
に
な
る
と
い
う
見

解
を
示
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て

の
北
方
領
土
問
題
で
の
日
ロ
交

渉
で
は
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
「
北

方
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
」

と
い
う
主
張
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
お
互
い
に
と
っ
て

利
益
の
あ
る
解
決
に
し
た
い
と

北
方
領
土
問
題
の
存
在
が
確
認

さ
れ
、
大
き
く
前
進
し
て
い
ま

す
。
戦
後
七
十
一
年
の
間
不
法

占
拠
さ
れ
て
い
る
北
方
四
島

が
、
こ
の
会
談
を
機
に
一
日
も

早
い
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
る

よ
う
見
つ
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
綾
井
）

一
八
五
五
年
の
二
月
七
日

（
旧
暦
で
は
安
政
元
年
十
二
月

二
十
一
日
）、
伊
豆
の
下
田
に

お
い
て
日
露
通
好
条
約
が
調
印

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
で
日

露
両
国
の
国
境
が
平
和
裏
に
定

め
ら
れ
、
北
方
四
島
が
日
本
の

領
土
と
し
て
初
め
て
国
際
的
に

明
確
に
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
う

し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
北
方

領
土
問
題
に
対
す
る
国
民
の
関

心
と
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、
全

国
的
な
北
方
領
土
返
還
運
動
の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
昭

和
五
十
六
年
一
月
六
日
の
閣
議

了
解
で
二
月
七
日
が「
北
方
領

土
の
日
」と
し
て
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

県
民
会
議
で
は
、
相
鉄
線
、

横
浜
市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
及
び
神
奈
中
バ
ス
で
の

「
車
内
映
像
広
告
」の
ほ
か
、
電

光
ビ
ジ
ョ
ン
、
新
聞
、
懸
垂
幕

な
ど
に
よ
る
広
報
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
も
二
月
七
日

（
火
）に
、
東
京
都
の
国
立
劇
場

で
、「
北
方
領
土
返
還
要
求
全

国
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
訪
日
と

�

北
方
領
土
交
渉
の
見
通
し
」

防
衛
研
究
所  

地
域
研
究
部
長
　
兵
頭 

慎
治  

氏

講演要旨

2017

二
月
七
日
㈫
は

「
北
方
領
土
の
日
」
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編
集
後
記

◇
昨
年
十
月
十
七
日
か
ら
十
九

日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た「
北

方
領
土
視
察
研
修
事
業
」（
目
で

見
る
北
方
領
土
）は
今
回
で
三

十
回
目
に
な
り
ま
す
。
三
十
年

間
で
お
お
よ
そ
五
百
名
近
い
県

民
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
意

義
深
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

二
十
八
年
度
は
、
会
長
就
任

早
々
「
北
方
領
土
を
実
際
に
見

て
み
た
い
」と
希
望
さ
れ
た
森

正
明
会
長
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
県
民
会
議
初
代
会
長
に

第
七
十
八
代
県
議
会
議
長
で
あ

る
石
渡
清
元
議
長
が
就
任
し
て

以
来
、
三
十
二
年
経
っ
た
今
年

度
、
森
正
明
県
議
会
議
長
に
県

民
会
議
会
長
と
し
て
、
お
忙
し

い
中
初
め
て
北
方
領
土
視
察
研

修
に
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
さ
す
が
元
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
だ
と
敬
服
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
を
今
後
と
も
継
続
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
会
員

団
体
の
更
な
る
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。�

（
綾
井
）

四し

島ま

の
未
来
　

心
か
よ
わ
せ
　

返
還
へ

平
成
二
十
八
年
度
　
北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
〈
最
優
秀
賞
〉

岡
山
県
岡
山
市
　
杉
山
菜
々
子
さ
ん

防
衛
研
究
所　

地
域
研
究
部
長

○
外
務
省
在
ロ
シ
ア
日
本
大
使

館
、
内
閣
官
房
な
ど
を
歴
任
し

防
衛
研
究
所
へ
。

○「
多
民
族
連
邦
国
家
ロ
シ
ア

の
行
方
」（
東
洋
書
店
、
二
〇
〇

三
）、「
プ
ー
チ
ン
政
権
に
お
け

る
国
家
安
全
保
障
概
念
の
改
訂

を
め
ぐ
る
動
き
」（
論
文
、
二
〇

〇
六
）、「
北
方
領
土
問
題
を
俯

瞰
し
て
考
え
る
―
ロ
シ
ア
の
領

土
観
と
日
露
安
保
協
力
」（
論

文
、
二
〇
一
五
）他
多
数

○
上
智
大
学
大
学
院
国
際
関
係

論
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了

○
専
門
は
ロ
シ
ア
地
域
研
究

（
政
治
、
外
交
、
安
全
保
障
）

兵
頭
慎
治
　
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

に
も
、
一
度
も
外
国
の
領
土
に

な
っ
た
こ
と
が
な
い
日
本
の
固

有
の
領
土
」と
主
張
し
、「
四
島

の
帰
属
が
確
認
さ
れ
れ
ば
返
還

の
時
期
、
態
様
、
条
件
は
柔
軟

に
対
応
す
る
」と
い
う
言
い
方

を
し
て
い
ま
す
。
他
方
、
ロ
シ

ア
側
は
北
方
領
土
を「
南
ク
リ

ル
問
題
」と
し
て
、「
第
二
次
世

界
大
戦
の
結
果
、
こ
の
四
島
を

ソ
連
が
獲
得
し
た
。
こ
れ
は
戦

争
の
結
果
で
あ
る
」と
い
う
言

い
方
を
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア

と
我
々
は
歴
史
認
識
を
め
ぐ
っ

て
こ
の
よ
う
な
大
き
な
違
い
が

あ
る
上
、
さ
ら
に
厄
介
な
の
は
、

「
領
土
は
力
ず
く
で
奪
い
取
る
も

の
」
と
い
う
発
想
が
あ
り
、
日

本
と
は
異
な
る
領
土
観
を
持
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
近
隣
諸
国

と
の
多
く
の
領
土
問
題
や
国
境

係
争
の
ほ
と
ん
ど
を
、
プ
ー
チ

ン
が
大
統
領
に
な
っ
て
解
決
し

て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま

す
。
最
後
に
残
さ
れ
た
外
国
と

の
大
き
な
領
土
問
題
が
、
日
本

と
の
間
の
北
方
領
土
問
題
で
す
。

戦
後
七
十
一
年
間
、
進
展
し

な
か
っ
た
こ
の
領
土
問
題
で
す

が
、
今
、
安
倍
首
相
と
プ
ー
チ

ン
大
統
領
が
提
起
し
て
い
る
の

が
、「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
公
式

的
に
そ
の
中
身
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
の
理
解

で
は
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
隔
た

り
が
大
き
い
歴
史
認
識
や
法
的

な
解
釈
、
領
土
観
な
ど
の
問
題

を
少
し
脇
に
置
い
て
、
両
国
に

と
っ
て
関
係
を
正
常
化
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
何
な
の
か
、
障
害
に

な
っ
て
い
る
問
題
は
何
か
を
洗

い
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
領
土
問
題
を
解
決
し
て
、

平
和
条
約
を
締
結
し
て
、
日
本

と
ロ
シ
ア
の
関
係
を
正
常
化
す

る
こ
と
が
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の

国
際
関
係
、
安
全
保
障
の
中
で

ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
議

論
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
露
関
係
の
展

開
を
理
解
す
る
上
で
、
そ
の
出

発
点
と
な
る
の
が
二
〇
一
三
年

四
月
の
日
露
首
脳
会
談
で
す
。

日
本
の
首
相
と
し
て
十
年
ぶ
り

の
ロ
シ
ア
の
公
式
訪
問
で
し

た
。
こ
の
と
き
の
日
露
共
同
声

明
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
六

十
七
年
を
経
て
日
露
平
和
条
約

が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
状
態
は

異
常
で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致

し
、
両
首
脳
の
議
論
に
付
す
る

た
め
、
平
和
条
約
問
題
の
双
方

に
受
け
入
れ
可
能
な
解
決
策
を

作
成
す
る
交
渉
を
加
速
化
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

安
全
保
障
対
話
も
こ
の
中
で
合

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
露
関
係
に
対
す
る
日
本
の

考
え
方
は
、
二
〇
一
三
年
に
策

定
さ
れ
た
日
本
の
国
家
戦
略
を

記
し
た
国
家
安
全
保
障
戦
略
の

中
に
、「
東
ア
ジ
ア
地
域
の
安

全
保
障
環
境
が
一
層
厳
し
さ
を

増
す
な
か
、
安
全
保
障
お
よ
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
始
め
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
ロ
シ
ア
と
の
協
力

を
進
め
、
日
露
関
係
を
全
体
と

し
て
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
我

が
国
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る

上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
」と

書
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
日

露
関
係
を
東
ア
ジ
ア
地
域
全
体

の
中
で
意
義
づ
け
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、「
安
全
保
障
」

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
分
野
で
ロ

シ
ア
と
協
力
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
方
、
ロ
シ
ア
も
、
日
本
と

の
経
済
・
資
源
協
力
以
外
に
、

日
本
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
い

別
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
ロ
シ

ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
起
こ

し
国
際
社
会
で
孤
立
し
ま
し
た

が
、
そ
の
分
、
中
国
へ
の
傾
斜
、

依
存
を
必
要
以
上
に
進
め
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
中
国
依
存
を
進

め
て
い
い
の
か
と
い
う
不
安
が

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
中
に
あ
り
、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
中
国
以
外
の

国
と
関
係
を
強
化
し
て
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
中
国
と
ロ
シ

ア
の
関
係
が
対
等
性
を
失
っ
て

い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
ロ
シ
ア
は

戦
略
的
に
日
本
と
も
関
係
強
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
プ

ー
チ
ン
大
統
領
は
柔
道
用
語
に

な
ぞ
ら
え
て
「
引
き
分
け
」
や

「
問
題
の
解
決
は
可
能
だ
」
と

い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
も
自
ら
の
在
任
中
に

領
土
問
題
を
解
決
す
る
と
言

い
、
九
月
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

会
談
の
直
後
に
は
、
領
土
交
渉

の
道
筋
が
見
え
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

十
二
月
十
五
日
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
の
公
式
訪
日
に
よ
っ

て
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
両
首

脳
に
よ
る
北
方
領
土
問
題
、
平

和
条
約
締
結
を
め
ぐ
る
政
治
交

渉
が
キ
ッ
ク
オ
フ
に
な
り
ま

す
。
こ
の
問
題
を
解
決
し
平
和

条
約
を
締
結
し
て
、
日
本
と
ロ

シ
ア
の
関
係
を
正
常
化
し
た
ほ

う
が
い
い
と
、
両
首
脳
は
本
気

で
思
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
た
だ
、「
日
ソ
共
同

宣
言
」で
規
定
さ
れ
た
歯
舞
群

島
、
色
丹
島
を
、
平
和
条
約
締

結
後
日
本
に
引
き
渡
す
と
い
う

問
題
に
限
っ
た
と
し
て
も
、
ハ

ー
ド
ル
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
側
は
、
島
の
問
題
は

軍
事
安
全
保
障
の
問
題
と
考
え

て
お
り
、
も
し
北
方
領
土
が
日

本
に
引
き
渡
さ
れ
る
場
合
、
日

本
に
返
還
し
た
島
に
自
衛
隊
は

駐
留
す
る
の
か
、
米
軍
は
駐
留

す
る
の
か
、
安
全
保
障
上
ど
う

い
う
位
置
づ
け
に
な
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
気
に
す
る
で
し
ょ

う
。
両
首
脳
の
政
治
的
な
合
意

だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
部
分

が
あ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
鍵
と
な
る
の
は
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
と
千
島
列
島
で

す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
や
千
島
列

島
が
北
極
海
航
路
の
通
り
道
、

抜
け
道
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

千
島
列
島
の
中
間
点
に
松
輪
島

と
い
う
島
が
あ
り
ま
す
が
、
ロ

シ
ア
は
こ
の
島
に
海
軍
基
地
の

設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
北

極
海
航
路
は
、
日
本
海
を
抜
け

て
、
サ
ハ
リ
ン
と
北
海
道
の
間

の
宗
谷
海
峡
を
抜
け
て
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
に
入
り
、
そ
の
後
、

千
島
列
島
を
越
え
て
北
上
し

て
、
ぐ
る
っ
と
北
極
海
を
め
ぐ

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
船
の

通
り
道
で
す
。
ま
だ
夏
場
の
一

定
期
間
し
か
使
え
ま
せ
ん
が
、

既
に
民
間
の
船
な
ど
は
通
り
始

め
て
い
て
、
新
し
い
地
政
学
的

な
変
化
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
と

ロ
シ
ア
は
見
て
い
ま
す
。
こ
の

北
極
海
航
路
を
利
用
し
て
、
北

極
に
一
番
進
出
し
て
い
る
国
は
、

中
国
で
す
。
松
輪
島
に
軍
事
基

地
を
つ
く
る
と
い
う
の
も
、
北

極
海
航
路
と
関
係
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
後
、
日
本
が
国
後
島
、
択

捉
島
な
ど
の
特
に
ロ
シ
ア
軍
が

駐
留
す
る
大
き
な
島
に
関
し

て
、
安
全
保
障
面
で
ロ
シ
ア
と

協
議
し
て
い
く
テ
ー
マ
の
一
つ

と
し
て
、「
中
国
」
が
共
通
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。
対

中
認
識
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
両

国
の
認
識
を
ど
の
程
度
近
づ
け

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

い
う
の
が
、
日
露
関
係
を
強
化

す
る
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
安
全

保
障
対
話
は
、
そ
う
い
う
意
味

で
も
重
要
で
、
経
済
や
政
治
的

な
話
を
す
る
だ
け
で
は
、
な
か

な
か
ロ
シ
ア
か
ら
譲
歩
を
引
き

出
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年

の
八
月
、
大
統
領
府
長
官
に
ア

ン
ト
ン
・
ワ
イ
ノ
氏
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。ま
だ
四
十
四
歳
で
、

元
在
東
京
ロ
シ
ア
大
使
館
の
外

交
官
、
日
本
通
で
あ
り
流
暢
な

日
本
語
を
話
し
ま
す
。
こ
う
い

う
人
が
ク
レ
ム
リ
ン
の
事
務
方

の
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
プ

ー
チ
ン
大
統
領
が
ど
こ
ま
で
日

本
の
こ
と
を
考
え
て
任
命
し
た

の
か
は
疑
問
で
す
が
、
日
本
で

育
ち
日
本
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
人
物
が
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
右
腕
に
な
っ
た
こ
と
は

事
実
で
す
。

北
方
領
土
問
題
は
、
基
本
的

に
は
、
政
治
の
側
が
政
治
責
任

を
負
い
な
が
ら
政
治
交
渉
で
解

決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
政
治
の
側
に
お
任
せ
す
る

二
月
の
「
北
方
領
土
返
還
運

動
全
国
強
調
月
間
」
の
期
間
、

相
鉄
線
・
横
浜
市
営
地
下
鉄
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
・
神
奈
中
バ
ス

の
一
部
の
車
両
で
、
北
方
領
土

に
関
す
る
啓
発
映
像
を
放
映
し

ま
す
。

一
回
三
十
秒
の
Ｃ
Ｍ
が
、
相

鉄
線
は
全
線
で
五
十
両
の
車
両
、

横
浜
市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
は
六
十
両
の
車
両
、
神
奈

中
バ
ス
は
横
浜
地
区
、
厚
木
・

綾
瀬
地
区
、
相
模
原
地
区
、
藤

沢
・
茅
ヶ
崎
地
区
の
三
百
四
十

台
の
車
両
で
流
れ
る
予
定
で
す
。

ご
乗
車
の
際
に
は
、
車
内
映

像
広
告
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

相
鉄
線
・
横
浜
市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
・

神
奈
中
バ
ス
で
北
方
領
土
に
関
す
る

�

県
民
会
議
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
ま
す
!!

神奈中バス「かなチャンネル」

県民大会の様子

以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

我
々
が
で
き
る
こ
と
は
、
領
土

問
題
に
対
す
る
世
論
を
喚
起
し

て
政
治
交
渉
を
後
押
し
す
る
こ

と
で
す
。
本
当
に
日
本
国
民
は

こ
の
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
ど

こ
ま
で
強
く
返
還
を
希
望
し
て

い
る
の
か
、
そ
れ
を
日
本
通
の

ワ
イ
ノ
氏
は
見
き
わ
め
て
い
ま

す
。
ロ
シ
ア
も
し
た
た
か
な
相

手
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
世
論

が
し
っ
か
り
し
て
な
い
と
、
足

元
を
見
ら
れ
て
不
本
意
な
結
果

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
少

し
で
も
日
本
に
有
利
な
解
決
策

を
政
治
の
側
で
交
渉
し
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
日
本
国
内
で
領
土
問
題
に

対
す
る
世
論
を
盛
り
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。


